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助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：2020年５月27日
事業ID:2018487651
事業名：渚の交番推進事業 (山口・下関)
団体名：NPO法人コバルトブルー下関ライフセービングクラブ
代表者名：新名文博　　　　　　　　　　　　　　　　印
TEL： 080-3174-0498
事業完了日：2020年4月30日
	事業費総額
	10,028,127円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	2,048,127円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	7,980,000円
	収支計算書の赤のセルの値。千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1.事業内容（実績。700文字以内）： 
１-１．海を守り親しみ魅力再発見の場づくり

a) イベント：シーバードマリンフェスタ2019 in 豊北
時：6月23日

場所：ホテル西長門リゾート

参加人数：３１２名

内容：海岸清掃・マリンスポーツ・漁業体験・魚介類の収穫及び試食
別添資料１参照（動画データ参照）
b) イベント：子供たち（貧困などの理由による）を海に招くイベント（マリンスポーツ講習及びBBQ等）

時：8月5日/8月22日
場所：渚の交番　島戸

参加人数：29名／42名
内容：障害を持った子供たちを海に招き、マリンスポーツ講習及びBBQを実施。
別添資料２（動画データ参照）
c) ライフセーバー養成
　時：5/25・6/8・9・15・16
　場所：渚の交番島戸
　参加人数：述べ30名
　内容：渚の交番島戸でライフセーバー養成を行い、新たに2名のライフセーバーが誕生。
　別添資料３参照
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d) 海で働くこと（ウニ獲り・釣り等）の魅力を感じてもらう活動
　時：6/30・7/8
 場所：渚の交番　島戸

　参加人数：6/30　18名、7/8 15名
　内容：地元小中学生を対象に、ウニ獲り体験や釣り体験を実施。
１－２．地域課題解決事業

a) 地域課題解決のためのワークショップ開催

時：2019年7月8日／8月8日／8月23日/9月4日/10月5日／2020年４月２５日（6回開催）

場所：1～5回目（渚の交番 島戸）／２回目（オンラインで実施）

参加人数：15名/13名/18名/8名/２８名／１５名

内容：１～4回目：地域住民・行政等と渚の交番島戸で開催。５回目・６回目は、外部講師に長浜洋二氏を招いて、地域課題解決の為のワークショップを開催。
別添資料４
b) シカ肉を活用した瓦そばのモニタリング販売

シカ肉は個体差が大きく販売することが困難と判断。
イノシシ肉の燻製サンプル製作を実施。
引き続き、狩猟関係者等と連携して商品化を目指す。

１－３．海の安全監視業務
時：夏季（７～９月）は終日、それ以外は毎週土曜日に実施。
場所：4/1～6/29(参加人数のべ36名)、6/30～9/1(参加人数のべ780名)、9/2～9/30(参加人数のべ12名)
別添資料５（動画データ参照）
１－４．水産資源の保護活動

時：6/28・7/8
場所：ホテル西長門リゾート前磯
参加人数：6/28　5名、7/8　15名
別添資料６（動画データ参照）
１－５．渚の交番プロジェクト推進協議会の開催・運営

時：
内容：
リソースネット下関　豊北及びまちづくり協議会豊北支部と渚の交番とが連携して、当該地域の活性化や渚の交番をハブとした地域活性化に関する協議を実施。
別添資料7
１－６．山口県立豊北・下関北高等学校の連携事業（地域探求プログラムの実施）

時：5/29・6/14・6/19他
場所：渚の交番島戸・山口県立下関豊北・北高等学校
参加人数：各日とも１１名の参加
内容：渚の交番 島戸若しくは下関北高等学校を訪問して授業を実施。
渚の交番（６回）・学校訪問（１回）、

そのほか、学校運営協議会に参加。

１－７．渚の交番の管理・運営

時：2019年４月～2020年４月　
利用者数：延べ1,271名
２.事業内容詳細：
別途報告書に記載
・別添資料参照
３.契約時事業目標の達成状況： 

【目標の達成状況】
１.海を守り親しみ魅力再発見の場づくり
a.シーバードデイマリンフェスタ2019in豊北・・・目標達成

b.子供たち（貧困などの理由による）を海に招くイベント（マリンスポーツ講習及びBBQ等）
　・・・目標達成
２.地域課題解決事業
a.地域課題解決の為のワークショップ開催　・・・目標未達成（50％）
b.鹿肉を活用した瓦そばのモニタリング販売・・・目標未達成

３. 海の安全監視・・・目標達成
４. 水産資源の保護活動・・・目標達成
５. 渚の交番プロジェクト推進協議会の開催・運営・・・目標達成
６. 山口県立豊北・下関北高等学校の連携事業・・・目標達成
７. 渚の交番の管理運営・・・目標達成
【助成契約書記載の目標】
1．海を守り親しみ魅力再発見の場づくり
a.シーバードデイマリンフェスタ2019 in 豊北（回数：1回　参加者：169名）
・海岸清掃とマリンスポーツ講習を交えたイベント《シーバードデイマリンフェスタ2019in豊北》は昨年度を超える参加者と、多種多様な水辺の愛好家達の支えにより、安心安全に大盛況で開催することができた。
b..子供たち（貧困などの理由による）を海に招くイベント（マリンスポーツ講習及びBBQ等）(回数：２回　参加者：53名)
本イベントの体験の前後で、子どもたちの表情や話し方まで大きく変わることに毎回驚かされる。また、今回実施については青山学院大学や東亜大学と協働したが、スタッフとして参加した大学生たちも大きな影響を与えたことに驚いている。現在、イベントの継続的な実施を可能にする仕組みを構築できないか検討中である。
2．地域課題解決事業
a)　地域課題解決の為のワークショップ開催（回数：２回　参加者計43名）
初回ワークショップについては、地域課題に関して情報共有しつつ、それでも長浜氏は様々なアクションを交えて分かりやすく参加者全員のベクトル合わせを実現した。２回目の開催はコロナウイルス蔓延の影響により、リモート開催となったが、参加者間の意見交換は問題なく行う事が出来た。また、今後の取り組みについてはまちづくり協議会豊北支部が引き継ぐ流れとなり、渚の交番のハブ機能を遺憾なく発揮することが出来たと感じている。
b).鹿肉を活用した瓦そばのモニタリング販売（試食会：１回）
　ジビエの活用について掘り下げていくうちに、少なくとも豊北町の特色としてシカ肉よりもイノシシ肉の食としての活用の方が積極的であることが分かってきた。シカ肉の利活用について実験を試みたがシカ肉が比較的美味しいと言われる時期が春～夏であり当法人の繁忙期と重なっていることもありジビエの利活用に関しては一旦イノシシ肉の利活用を狩猟期間（11月～３月）の間に行う方向で継続的に検討する予定である。

3．海の安全監視
実施日：夏期（7～9月）は終日・それ以外は毎週土・日曜日に実施。
目標の年間監視回数を少し上回ることが出来た。
昨年に引き続き、パトロール以外にも漁業従事者と水上オートバイ愛好家とのすみわけをするための赤旗を設置することで境界を明確にし、海水浴連絡協議会において各海水浴場の管理者に対して水上オートバイの進入禁止区域に関する情報共有と注意喚起の徹底を行った。

4．水産資源の保護活動
回数：年20回（通年）
5．渚の交番プロジェクト推進協議会の開催・運営
回数：年2回
　本協議会は渚の交番島戸を誕生させる際に、岡崎新太郎氏を会長に迎え、豊北観光協会会長や地元漁協の代表者等を交え、その運営の目的や内容について協議するために発足された。2018年７月８日に渚の交番島戸が建設されたが、その後、実際に何をすべきかについて協議を継続し、具体的に地域を活性化する為に行動する任意団体「リソースネット下関・豊北」（2019年3月28日設立）を中心に移行することになった。その他、渚の交番島戸の運営者といて学校運営協議会に参加し、地域の子供達の郷土愛醸成等には中心的な立場として関わることになった。さらに、まちづくり協議会豊北支部との連携・協働を推進し、地域に於けるハブとしての機能を十分に果たしている現状がある。直近の動きとしてリソースネット下関・豊北がNOASOBI OCEAN GASTRONOMY西長門へと再編成され、今後、下関市という枠を超えて体験型観光事業により地域の魅力を発掘していくことになっている。これからのアクションは渚の交番プロジェクトなくしては起こらなかった展開であると、改めてその存在意義の大きさを実感している。
6.山口県立豊北・下関北高等学校の連携事業
　まず、上述のように、渚の交番島戸の運営者として、学校運営協議会（年に３～４回開催）に出席している。ここでは、地域に於けるこれからの学校運営のあるべき姿について協議する重責を担っておりPTAでもなく学校OBでも、地域住民でもない第３者的な立場から意見を述べ、少子高齢化に悩むこの地域の10～30年後を変えていくための先導的な役割をはたしている。その他、地域のこどもたちの郷土愛の醸成をテーマとした地域探求授業（２時限／月）を預かり、豊北町の海の美しさを知ってもらう機会の提供や岡崎新太郎氏（渚の交番推進協議会会長）や百姓庵との協働による出前授業など、地域の民間事業者として子供達の人間性を育む活動にも取り組み、ふれあいながら学ぶ場を提供している。毎年４月に新たな子供たちに出会うことをとても楽しく感じている。今回の連携事業でかかわった子供達が地域から巣立っていくことにさみしさを感じる一方で、頼もしさを感じ、将来また地元に戻って新たな展開を期待している。
7．渚の交番の管理運営
　地域課題を解決するプラットフォームとして誕生した渚の交番島戸だが、私たちが活動を開始して以来、近隣の海水浴場で毎年のように起きていた水辺の死亡事故が皆無となり、活動の成果が実を結んでいる。その他、空き家問題についてはリノベーションによりゲストハウスに改装し運営することで地域活性化と渚の交番の運転資金の一部を確保するという一石二鳥に成功している。地域課題解決のためのキーワードはコレクティブインパクトに他ならないが、漂着ゴミ問題のように出口の見えない課題も少なくない。例えば環境問題への取り組みにおいては地域におけるステークホルダーとの協働により問題解決に取り組んでいるものの、多種多様な水辺の愛好家たちの利害をコントロールするのは容易なことではないと感じている現状がある。また、3月初旬よりコロナウイルス蔓延に伴うさまざまな問題が浮上し、その渦は豊北町のような田舎であってもその影響を受けるようになった。今こそ渚の交番が地域のプラットフォームとしての真価を発揮するべきと考え、私たちは地域の自治会や漁業組合と連携し、下関市豊北総合支所と密に連絡をとり県外ナンバーの駐車をご遠慮いただくポスターの掲示を各所に行うなどして、高齢者の多いこの地域の住民をコロナウイルスの感染から守るためのアクションをスピード対応で実施した。
このように3年間に及ぶ活動は随所に成果を生んでいるが、永続的に施設を運営するための資金の確保に苦戦している現状がある。フグ養殖事業サポート業務や自伐林業事業のサポート業務、イモ等の有機農業と加工事業のサポート業務、堆肥化製造事業、販売業務等の収益事業は実現させることができておらず、体験型観光事業と民泊業が収益のほとんどを産んでいる状況となっている。そんな中でこれからは地域ならではの体験型観光事業と屋外での食に宿泊を交えたパッケージ商品をNOASOBI OCEAN GASTRONOMY 西長門として株式会社スノーピークとの連携により確立させ、地方創生と渚の交番運転資金の捻出の両立を実現させようと考えている。

【目標の達成状況】
4.事業実施によって得られた成果：

◎渚の交番プロジェクト推進協議会の開催・運営
　（山口県北西部版コレクティブインパクトの形成）

　社会課題解決に向けて地域住民（街づくり協議会関係者のほか、農家・猟師など）、多種多様な水辺の愛好家、地元漁協、宿泊事業者、大学生（青山学院大学、下関市立大学、水産大学、東亜大学）、自治体及び企業（住吉グループをはじめとした支援・協賛企業やNOASOBI OCEAN GASTRONOMYを協働する予定の㈱スノーピーク）との連携が具体的かつ明確になった。

5.成功したこととその要因：
・これまでは、様々なプレイヤーが点在していたり、お互いが見落としたりすることが多かったが、渚の交番島戸が地域のハブとして機能することにより、各地に点在していたプレイヤーが線となり結果としてマンパワーが集結しやすくなった。また、地域のキーマンたちが渚の交番プロジェクトにより外部講師のワークショップやセミナーに参加・受講することで情報や認識を共有することが出来たため、我が事として考えるプレイヤーが多くなってきた。これらのことから地域課題解決に向けて大きなアクションをとることが可能になってきた。
・収益事業のうち、体験型観光や宿泊に関する事業に関して、一定の成果を上げることが出来ており、また、それに伴って小規模ながら地域に雇用を創出することが出来ている。その理由として、新たに株式会社を設立し、NPOの核となるメンバーが積極的に収益事業に臨める形を整えたことがあげられる。株式会社は、その性質上、NPOとは異なりマーケティングやターゲティングに届く仕組みづくりを多く費やすことが可能なので自社HPのほかAirbnbや各種SNSを活用し顧客の獲得に尽力することが出来ている。

6.失敗したこととその要因：
＜今年度事業内容に関して＞
◎地域課題解決の為のワークショップ開催
　目標を月１回開催としていたが、関係者の時間調整等で開催回数が６回となってしまった。後半はコロナウイルスの影響もあり、渚の交番に集まることが出来なかった。
　しかし、地域住民との定期的な交流は、渚の交番島戸を利用して定期的に開催しており、当初目標としていた、“地域の核”としての機能は果たしている。
◎鹿肉を活用した瓦そばのモニタリング販売
ジビエの活用について掘り下げていくうちに、少なくとも豊北町の特色としてシカ肉よりもイノシシ肉の食としての活用の方が積極的であることが分かってきた。シカ肉の利活用について実験を試みたがシカ肉が比較的美味しいと言われる時期が春～夏であり当法人の繁忙期と重なっていることもありジビエの利活用に関しては一旦イノシシ肉の利活用を狩猟期間（11月～３月）の間に行う方向で継続的に検討する予定である。
 ＜事業全体を通して＞

渚の交番を受託した当初は、フグ養殖事業サポート業務において成果をあげ、その後は自伐林業事業のサポート業務、イモ等の有機農業と加工事業のサポート業務、堆肥化製造事業、販売業務等を実現させて収益を安定させようと考えていた。そして3年後からは渚の交番島戸としての安定した事業を継続させていくことを目指していたが、思ったように収益を生む仕組みを構築させることができなかった。地域(下関市内や豊北町～長門市)という狭いエリアにおいては、たとえ海や山などの境界を越えて事業に挑んだとしても収益事業として通年化させることは予想した以上に難しいことが考えられる。
7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案：
2017年4月～2019年4月の3年間に及んだ渚の交番プロジェクトを通して、地域(下関市内や豊北町～長門市)という狭いエリアにおいては、たとえ海や山などの境界を越えて事業化したとしても収益事業として通年化させることが難しいことが新たな課題として浮き彫りとなった。たとえば海水浴を代表とした夏季に大きい需要がある事業については、それ以外の時期の需要は皆無である。水辺の体験型観光事業については5月～9月を中心として一定の需要が見込める一方で、冬季(12月～3月)については閑散としている状況がある。農業に目を向けたとしても2月~3月はこの地域に関しては最も仕事量が少ない時期となっている。したがって渚の交番 島戸を継続的に運営していくためには安定した成果をあげている体験型観光事業についても、更なる増収となる仕組みを構築する必要がある。そのためには地域ならではの、これまでにない付加価値を持たせた商品の開発が必要であり、それを地域のプレイヤーたちと形にしていくことこそが地域の更なる活性化や事業の収益性の向上を両立させるための具体策であり渚の交番の使命だということが解った。そこで、これまでは体験(遊び)＋宿泊であったものを一歩進め体験(遊び＋収穫)＋食＋宿泊をパッケージにしてNOASOBI OCEAN GASTRONOMYとして商品化し、世界に向けて発信・PRすることで富裕層を獲得することを目指している。新たな課題として、収穫を導入するためには漁業権との絡みを避けることができないが、その課題を解決する糸口として、プレイヤーで話し合った結果、山口県漁業協同組合に所属しない漁協とタイアップしたコンパクトな事業を実現させることが近道だという結論に至った。現在、それを実現させるために黒井漁業協同組合との調整(別資料➀-1参)を進めつつ、体験を安心安全に実施するための水面実験(別資料➀-２参)を繰り返しているところだ。
　これまでは収入を増加させることに関して触れてきたが、支出についても縮小させる必要があると考え、2020年3月までは3名だった常勤理事を2名に減らし、さらにその2名の役員報酬についても減額することで人件費の削減にも着手した。

　今後の私たちの動きとしては、体験格差解消事業(別資料②参)により主に相対的貧困の子どもたちへ、そして海と日本プロジェクト(別資料③参)により都会に住む子どもたちを中心に安心安全にNOASOBI OCEAN GASTRONOMYを提供できるよう訓練・ブラッシュアップを繰り返し体験の提供を実践していく。そして特定地域づくり事業協同組合制度(別資料④参・2021年3月設立予定)を活用することで渚の交番 島戸を事業所としたNOASOBI OCEAN GASTRONOMYを提供するプロフェッショナル集団を組織化し下関市だけでなく長門市・萩市・美祢市・山口市など近隣の市町村と連携・協働することで狭いエリアでは実現することができなかった渚の交番 島戸の通年かつ継続的な運営を実現させていきたいと考えている。


事業成果物：
【成果物の名称】
活動報告書１部
活動内容写真　１部
活動動画　DVD１枚
【成果物がアップロードされているCANPANのURL】
https://www.nippon-foundation.or.jp/
